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当社及び当社グループの「財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に著しい影響を与える事

象」が発生いたしましたので、金融商品取引法第24条の５第４項ならびに企業内容等の開示に関する内閣

府令第19条第２項第12号及び第19号の規定に基づき提出するものであります。 

  

（１）関係会社株式評価損の計上について  

①当該事象の発生年月日 

平成24年５月８日（取締役会決議日） 

  

②当該事象の内容 

当社が保有する関係会社株式のうち連結子会社FM-International Oyほかの純資産額が減少したこ

とから、当該子会社株式について減損処理を行い、当社個別財務諸表において関係会社株式評価損

1,031,980千円を特別損失に計上することといたしました。 

  

③当該事象の損益及び連結損益に与える影響額 

平成24年３月期の個別財務諸表において関係会社株式評価損 1,031,980千円を特別損失に計上する

予定であります。なお、関係会社株式評価損は連結決算においては消去されるため、連結損益への影

響はありません。 

  

（２）ソフトウェア使用許諾に関する和解金の計上について 

①当該事象の発生年月日 

平成24年５月８日（第三者委員会調査報告書（中間報告）受領日及び取締役会決議日） 

  

②当該事象の内容 

当社は、平成23年10月に支払ったソフトウェア関連費用を資産計上したことに係る会計処理につい

て、不適切な会計処理が行われていた可能性が高いことが判明したため、特別調査委員会を設置し、

内部調査を実施いたしました。また、平成24年4月25日付にて専門的及び客観的見地からの調査分

析、採るべき会計処理の検討及び再発防止策立案等を目的とした外部専門家から構成される第三者委

員会を設置して本件調査を進めてまいりました。その結果、本件ソフトウェア関連費用については資

産性が無く費用として計上すべきものとの調査報告書（中間報告）による中間調査結果を平成24年５

月８日付で受領し、当社は同日開催の取締役会において、当該ソフトウェア関連費用について「和解

金」として799,300千円を特別損失に計上することといたしました。 

  

③当該事象の損益及び連結損益に与える影響額 

平成24年３月期の個別財務諸表ならびに連結財務諸表において「和解金」 799,300千円を特別損失

に計上する予定であります。 

 なお、本来費用として計上すべき時期については、平成24年3月期第２四半期であったことから、第

三者委員会の最終報告書受領後、その内容を精査確認し、速やかに四半期報告書の訂正報告書を提出

する予定であります。 

以上 

１ 【提出理由】

２ 【報告内容】




